
1 基本情報

・ 牧場の維持管理に関すること
・ 牧場の使用の承認に関すること
・ 乳用牛及び肉用牛の飼養管理に関すること
・ 利用者への便宜の供与に関すること
・ 利用の促進に関すること

2 利用状況を把握するための指標 3 令和３年度の収支状況 （単位：千円）

4 前年度の評価員会議の主な意見及び対応

R3.4.1 ～ R8.3.31

名     称 一般社団法人　岐阜県農畜産公社

構 成 員 　　－

所 在 地 岐阜市薮田南５－１４－１２

令和３年度　指定管理者評価結果票

所     管     課 農政部　畜産振興課

評価対象期間 R3.4.1　～　R4.3.31

指 定 管 理 者

Ｒ１ 2,209
指定管理料 18,553

Ｒ２ 429
そ   の   他 462,293

Ｒ３ 821

指定期間

施 設 概 要 
名     称 岐阜県東濃牧場

所 在 地 恵那市長島町鍋山４－６６

指 定 管 理 業 務 の 内 容

指標
利用頭数
（単位：頭）

収  入  計 480,846

利 用 料 金 0

支  出  計 496,715

人   件   費 114,399

施設管理費 357,540

そ   の   他 24,776

差   　　　　　　  引 ▲ 15,869

納　　 　付 　　　金 1,753

前年度の評価員会議の主な意見 対応状況

・飼料価格の高騰は初妊牛の譲渡価格に反映される
か。

・平成30年度に値上げを行っている。北海道の家畜市場の価
格動向、牧場の経営状況により判断し、譲渡価格は据え置
き。
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5 評価員会議による評価結果

＜評価基準＞

6 県による評価結果

＜評価基準＞

評      価      項      目 
評価点
(平均点)

評価員の主な意見

管理基準の充足状況 4.6 ・牛の事故等は発生するものなので、対応を適正にお願いしたい。
・利用者からの要望は、可能であれば早めに対応してもらいたい。

設置目的の充足状況 4.4
・目的に合致した事業をされている。
・R3はコロナで営業が制限されていたが、今度、まきば館の利用者数を
増やしていってほしい。
・広報を定期的に発行されている。市町村にも広報を配布している。

４ 協定書等に定める水準を上回る管理運営がなされている

公共性の確保の状況 4.5
・県内の耕種農家から粗飼料を購入しており、県内産品の活用が図られ
ている。
・飼料費が高騰しているので、購入飼料はより安いものを選定する取組を
続けてほしい。

経営状況 4.4
・収入増加のために飼養頭数を増やす対応はできない。
・飼料費削減のために、完熟堆肥を生産し、牧草地へ施肥して収量増加
に取り組むとともに、販売にも力を入れていってほしい。

派生的効果 4.2
・県内酪農家等の牧場利用者アンケートでは、育成牧場は絶対に必要と
の声がみられた。
・飼養上限頭数を超える上牧希望があり、県内の生乳生産基盤を支える
施設として貢献しているといえる。

５ 定書等に定める水準を上回る管理運営がなされており、かつ特筆すべき実績・成果を上げている

C 改善を要する

３ 協定書等に基づき、適切な管理運営がなされている

２ 協定書等に基づき、概ね適切な管理運営がなされているが、一部に更なる工夫や改善を要する

１ 改善を要する

最終評価 評価の考え方

S 優れた管理運営がなされており、かつ十分な実績・成果を上げている

A 優れた管理運営がなされている

B 適正な管理運営がなされている

S
・協定書等に基づき、適切な飼養管理がなされている。
・家畜伝染性疾病の感染防止対策をおこない、牧場内・放牧地内での水平感染の抑制にも努めてい
る。
・牛の受入頭数の調整、飼育スペースの確保により、上牧希望に最大限対応している。


